
数学と変数
─自由変数と束縛変数─

竹内泉

本研究は数学の言語を対象とした言語哲学であり、数学に於ける変数
の使用を言語哲学的に分析する。変数の使用は数学の言語に特有であり、
変数の使用を分析することは数学の本質を考察することである。
本研究では様々な変数の使用の内、自由変数と束縛変数を分析する。結
論としては、自由変数は代入を引き受ける変数であり、束縛変数は、そ
の代入の機能を一時的に保留した変数である。
数学の言語には様々な変数の用法が現れる。[1, 2, 3, 4] それを分類す
ると下表のようになる。統計学の変数は、未だ分析に着手されていない。

代入とその保留 暗黙の引数から (未分析)

の函数

恒等式の文字 座標変数 統計学の変数
方程式の未知数 確率変数
多項式論の変数 従属変数
命題変数
独立変数
自由変数
束縛変数

自由変数と束縛変数の役割は圏論的意味論によって明らかになる。
ローベア理論 [5] では、自由変数に対応する圏論的要素は、項を表す射
の始点である。射の始点の機能は、後ろ向きの射の合成である。後ろ向
きの射の合成は、代入を表す。即ち、自由変数の本質は、代入を引き受
けることにある。
束縛構造 [6] 及び圏論的論理 [7] では、束縛を表す函手は自由変数を増
やす函手の随伴であり、自由変数を減らすことを表す。即ち束縛は、自

1



由変数が保持していた代入を引き受ける機能を停止することである。こ
の停止された代入の機能は、随伴の単位及び余単位によって回復させる
ことが出来る。即ちこれは一時的な保留である。
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